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■出題のねらい
　家電製品やスマートフォン・自動車など，耐久消費財の世帯ごとの普及率を調査して
いる内閣府のデータを紹介した英文です。英語の基本的読解や理系に必須の数値・グラ
フ情報の的確な把握だけでなく，消費税の増税というごく一般的な社会的背景を踏まえ
た類推力など，複合的な理解力が問われます。

■採点講評
　 11 �は少し熟慮が必要な問題でした。日本の世帯が，一世帯につき幾つスマートフ
ォンを所�有しているか，台数を答える問題です。2014年３月末時点では，日本の世帯の
54.7%が各１台スマートフォンを所�持しています。100世帯あたりのスマートフォンの数
は101.5台ですので，１世帯あたり約２台というのが正答です。 12 �～ 14 �の正答率は
50%台でした。特に日本語の選択肢をよく読み込まなければならない 15 �の問題に苦
戦した人が多かったです。

■出題のねらい
　子どもたちの異文化に対する共感力を育てることを目的としてウェブサイトを開設し
たＮＰＯについて取り上げた英字新聞記事からの抜粋です。段落ごとに何について述べ
ているのかタイトルを付けるつもりで読んでいくと，話の流れが掴みやすいです。本文
の段落順に，「ＮＰＯの設立趣旨」，「ＮＰＯのネットワーク」，「ＮＰＯの具体的活動」，「活
動の１つであるゲームについて」，「ゲーム参加者の感想例」，「NPOの今後の活動」，「東
京オリンピックに向けてのＮＰＯの抱負」というような話の流れとなっています。長文
では，こうした全体の流れを把握しながら，細部の情報を具体的に理解していくことが
重要です。

■採点講評
　この問題では英問英答の 21 �，� 22 �，同意語を選ぶ 25 �，空所�補充 17 �，� 26 �の
問題の正答率があまりよくなかったです。特に正答率が30%と低かったのは前置詞の空
所�補充問題の 17 �です。“across�the�globe”「全世界の，世界中の」という意味になり
ます。語彙力，熟語力を高め，長文に耐えられる読解力を普段から養うようにしましょ
う。
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■出題のねらい
　自己啓発本によくある目標の達成の仕方について述べられています。どのような提案
がなされているか，なぜそれが提案されているかを頭に入れながら読むといいでしょう。
命令文や基本構文の知識を問うています。

■採点講評
　目標達成のためのアドバイスでしたが，３つのアドバイスのところが並び替え問題に
なっていました。本文の内容はそれほど難しくはなかったと思いますが，紛らわしい選
択肢で混乱した人も多かったかもしれません。特に 28 �の正答率は低かったです。「ブ
ログか友人へのＥメールに書くか」という意味になりますが，“or”を不要な語として
選んだ人が多かったです。
　該当部分の正しい語の並び方は，次のようになります。

　１）　③to�start　②your�training　⑤by　④running
　２）　③a�blog　⑤or　④in�emails　①to
　３）　③rewards　④will　②help　①you
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国語

　出典『子どもが忌避される時代―なぜ子どもは生まれにくくなったのか』（本田和子）
新曜社
　読みにくさのある文章ですが、内容は難しくありません。
問１【漢字問題】（解答番号は１�・２�）
　ｂ　⑤模倣芸術�が正答です。正答率は85％。
　ｅ　②巧言令色�が正答です。正答率は23％。　
問２【漢字問題】（解答番号は３�～12�）
　正答と正答率を示します。
　ａ注視（67％）ｃ速断（37％）ｄ辛抱（79％）ｆ連綿（25％）ｇ遭遇（77％）
問３【接続詞の空欄�補充】（解答番号は13�～15�）
　空欄�の前後の内容を把握し、文脈上適切な語を選ぶことが肝要です。正答率は56％でした。
問５【指示語の内容を考える問題】（解答番号は17�）
　２行前の「わが国の家族写真に目を向ければ」を受けています。正答率は48％でした。
問６【慣用句の意味と内容理解に関する問題】（解答番号は18�）
　傍線部Ｃの主語が「子どもの中心化は」であることを押さえると、①か②に絞られます
が、「怪我の功名」の意味を合わせると正答は②です。①は「物事の本質がわかること」
が間違いです。正答率は29％でした。　
問７【指示内容を読み取る問題】（解答番号は19�）
　所�以（ゆえん）は理由の意です。この段落全体を読めば、写真技術が家族観の変貌に寄
与したと筆者が考える理由が把握できます。④は「見る視線」が曖昧で不適切です。正答
率は67％でした。
問８【空欄�補充】（解答番号は20�）
　「中心」の対義的表現が入ります。正答率は50％でした。
問９【内容理解に関する問題】（解答番号は21�・22�）
　正答は③・⑥です。他の選択肢は主として次の部分が間違いです。①「公的記録の用途
のために」、②「肖像画に比べて写真は、簡単に短時間で作成できることから」、④「明治
から現代にいたるまで」、⑤「日本社会の建前を表すものとして」、⑦「これは他の技術の
場合以上に」、⑧「本来の両義性」。正答率は21％でした。

Ⅰ 　出典　『日本語と外国語』（鈴木孝夫）岩波新書
　問題文は長くて丁寧に読まないと理解しにくい個所�がいくつかあります。しかし、日本
語がテレビ型の言語であることを常に頭において読み進めれば、全体の流れは掴みやすく
なるでしょう。説明が必要と思われる設問のみ以下で解説します。����
問１【漢字問題】（解答番号は23�～32�）
　　正答と正答率を示します。
　ａ　競合（54％） ｂ　転位（6％） ｃ　即座（85％） ｄ　微妙（100％） ｅ　逸脱（92％）
問５【空欄�補充】（解答番号は37�）
　「機能論的な」という言葉は見慣れないかもしれませんが、空欄� 丁 ��のすぐ前にある、
日本語で「どうすれば無駄なく合理的に漢字を使えるのか」という観点を言い換えている
のですから、漢字の働き、機能に着目する「機能論的な」が正答です。正答率69％でした。
問６【説明】（解答番号は38�）
　傍線部Ａの前に「音声の面と意味構造の面で二重の制約をもつ」とあります。選択肢の
③以外は、音声の面での特徴からどのような弱点があるかを述べており、意味構造そのも
のには触れていません。正答率は15％でした。
問７【関連説明】（解答番号は39�）
　日本語がテレビ型言語であることを高級語彙について例示している説明を選びます。「蜂
食性」を例にとって、漢字で表記すると意味がわかりやすくなるという選択肢が適してい
ます。正答率は35％でした。
問８【内容合致】（解答番号は40�）
　本文の主張と合致していないものを選ぶ問題です。最後の段落から、日本語にとっての
漢字の必要性を強調していることは読み取れますが、更に増やしていく方がよいとまでは
主張していませんので、④が正答です。正答率は23％でした。
問９【小見出し補充】（解答番号は41�・42�）
　小見出しの空欄� 乙 ��については、次の小見出し「同音衝突の原理」の最初に「このよ
うに考えれば，日本語の第二の特徴」、つまり意味が同じような文脈に同音語が多いとい
うことも無理なく理解できる、とありますから、前もって空欄� 乙 ��の個所�で日本語がテ
レビ型言語であることを結論づけていると考えます。正答率は10％でした。
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